
    

      

 

 

 
 

 

 

第２回 進路説明会 

 駒の学び舎 世田谷区立駒沢中学校 

 
             平成２４年１０月１３日（土） 



   

 

 

 

進路決定のために 

将来の希望する職業のイメージはあるか 

 

進もうとする上級学校について理解しているか 

 

将来の希望と自分の特性等を照らし合わせて考え
ているか 

 →学力・興味関心・性格・体力・保護者や家族の考え 

 

進路計画・学習はどうか→これまでの努力・適性 

 

 



   

 

 

 

合格の可能性とその判断 

実力の客観的な判断 

 

第二志望の学校をどこにするか 

（私立高校の併願優遇の制度を利用する
か） 

 

今後どのような努力をすればよいのか 



   

 

 

 

三者面談への取り組み 
家族で十分に話し合い共通認識を持って臨む。 

 

疑問点などは相談しすぐに解決する。 

 

三者面談は自分の決意表明の場でもある。 

 

アドバイスには素直に耳を傾け謙虚に努力する 

  姿勢を持つ。 

 
受験予定校が決まったら「学校案内」「募集要項」 
「過去問題集」なども手に入れ万全な準備を！ 



   

 

 

 

志望校決定のポイント 

３年間通いきれるか            【距離】 

学習面でどのくらいの位置でついていけるか【成績】 

本当にその科・コースに進みたいのか   【希望】 

経済的に不安はないか              【経済】 

本人の意志を優先しているか  【本人の意志の尊重】 

納得のいく選択か           【自主的な選択】 

将来の見通しをどれくらいもっているか  【目標】 

推薦入学でよいのか 

           【自己の可能性を考慮しているか】 



   

 

 

 

都立高校の入学者選抜 

文化・スポーツ等特別推薦の実施 

特別選考の実施 

国語・数学・英語の３教科を自校で作成 

チャレンジスクール及びチャレンジ枠 

分割募集の実施 

エンカレッジスクール 

男女定員制の緩和 



   

 

 

 

推薦に基づく選抜 

日程  

 【出願】 １月２4日（木）    

 【検査】 １月２７日（日）  

         ２８日（月）    

 【発表】 ２月 １日（金） 

     

  校長が推薦にふさわしいと   
認めた場合応募できる。 

   

 

  特別推薦実施校が定めた   
基準に該当する者が応募でき
る。   

一般推薦 

特別推薦 

 ◆推薦基準 

    評定の基準はない 

 

 



   

 

 

 

出願方法・手続【都立推薦】 

 １校１コースまたは１科に限り出願できる        

 

 
志願変更はできない 

   【特別推薦の場合】   
      当該校の一般推薦にも出願できる。 

志望する同一の高校内に２科（２分野）以上
ある場合は第２志望として他の１科（１分野）
に限り指定することができる。 



   

 

 

 

                      

出願手続き【都立推薦】     

入学願書 

調査書 

推薦書 

 （一般・特別は別用紙） 

自己ＰＲカード 

入学考査料 

【特別推薦の場合】  

 

☆活動実績などを証明する
書類 

☆ 一般推薦と同時に出願
の場合両方に入学考査料
がかかる 

定時制課程単位制・チャレンジスクール・通信制課程・海外帰国選抜・産業
技術高専は各都立高校所定 

 



   

 

 

 

選考【都立推薦】 
          （検査内容） 
           

                                 集団討論 個人面接  
          小論文又は作文、実技検査 
                                  のうちから一つ以上 
            個人面接又は集団面接 
      実技検査 
          

一般 

特別 

★特別推薦と同時に一般推薦を志願する者は
一般推薦において実施する面接、小論文か作
文、実技検査も課する。 



   

 

 

 

選考の基本方針【都立推薦】 

総合的に判断 

調査書…必修教科の観点別の評価か評定のど      
ちらか一方を点数化する。 

 ＊観点別については各高校の特色に応じて特定 
の観点の配点を高くするなどして活用 

 ＊評定の場合は傾斜配点なし 

☆自己ＰＲカード 

  …点数化しないが面接において資料として活用 
 

 活動実績などを証明する書類にも十分配慮 特別推薦 



   

 

 

 

発表・手続き【都立推薦】 

願書提出校で発表 

高校によりホームページ掲載もある。 

 
  

 ★入学確約書を提出 

 ☆所定の納付書により納付期間内に 

  入学料を納付           

合格したら… 



   

 

 

 

 学力検査に基づく選抜日程 

 
         

   【出願】     ２月７日（木） ８日（金）  
     
 【願書取下げ】  ２月１３日（水） 
 【願書再提出】    ２月１４日（木） 
  
       【検査】     ２月２３日（土） 
 
  【発表】      ２月２８日（木） 
   



   

 

 

 

出願方法・手続 

１校１コースまたは１科に限り出願できる 

  
                  

志望する同一の高校内に２科（２分野）   
以上ある場合は全てのコース・部または科
に志願順位をつけて出願することができる。 

１回に限り志願変更できる 



   

 

 

 

志願変更・手続き 

全日制からは全日制の変更のみ可 

チャレンジスクールからは全日制への変更も可 

科・コースが異なっても志願変更できる。 

同じ高校でも科が異なれば志願変更ができる。 

手続き 
志願変更願と受験票を中学校長の確認を経
て出願した高校へ提出【入学願書など返却】 
  

返却された書類・新たに作成した自己ＰＲカード
等を再提出日に変更先の都立高校に提出 

 
受験票交付 



   

 

 

 

学力検査などの実施・選考方針 

検査教科…各高校が定める。 

調査書・学力検査の結果・面接・小論文・作文など
実施した高校はその結果を総合した成績で判断。 

自己ＰＲカードは点数化しないが判定資料となる。 

 

 

 募集人員８割から９割を総合成績の上位者
より選考し、残り１割から２割を調査書・学力検
査・面接の結果などを用いて選考する。 

特別選考 



   

 

 

 

都立高校入学者選抜方法【一般】 

 多くの都立高校が 

 学力検査点〒調査書点＝総合得点（１０００点） 

                  として選抜。 

 学力検査点と調査書点の比重は 

  ７：３ ６：４ ５：５ ４：６を各高校が選択 

 

 一部の高校では自校作成問題で学力検査を実施 



   

 

 

 

例 ６：４の高校で傾斜配点を行わない学校の場合 

  

その前に 

換算内申のおさらい(例) 

国語 数学 社会 理科 英語 

３ ４ ３ ３ ４ 
合計 １７ 

音楽 美術 保体 技家 

３ ３ ４ ３ 
１３ × １．３ ＝ １６．９ 

３３ 

オール５は５１ 



   

 

 

 

調査書点  ４００点 
換算内申を換算内申満点の５１で割り４００をかけた

数字が調査書点。 

学力検査の得点 ６００点 
５００点満点を６００点満点に置き換えるため当日の得点

を１．２倍する。 

＋ 

例 ６：４の高校で傾斜配点を行わない学校の場合 

４００÷５１×３３＝２５８ 

換算内申３３ 学力検査３００点だったら… 

３００×１．２＝３６０ 

６１８ 



   

 

 

 

発表・手続き 

願書提出校で発表 

高校によりホームページ掲載もある。 

 
 

 

合格したら… 

入学辞退者は当該高校へ入学手続き期間内に         
駒沢中学校から連絡するので必ず申し出ること 

＊入学確約書を提出 

＊所定の納付書により納付期間内に入学料
を納付 



   

 

 

 

 私立高校の特色 
 

（１）学校独自の教育方針 
（２）学習面での独自の工夫 
（３）宗教・情操教育に特色 
（４）部活の活躍を特色とする高校も。 
（５）進路指導に力を入れている高校も。 
（６）付属の高校でも大学に必ず優先入学 
     できるとは限らない。 
（７）公立より学費が高額。学校間の差が 
    大きい。 
（８）面接実施校が多い。 



   

 

 

 

推薦入学制度について（私立） 

  

＊その学校が第一希望であること 

＊心身ともに健康である（出席状況）  

＊生活指導上問題がない（頭髪・服装・生活態度等） 

＊素内申で基準を設けている 

共通 

各高校の成績基準 

推薦の基準 



   

 

 

 

私立高校の推薦制度 

進学希望 

生活態度・成績・欠席日数など 

入試相談 １２月１５日以降 

願書受付 １月１８日 以降 
入学試験 １月２２日 以降 

事前相談 １２月１５日以降 

 

 



   

 

 

 

「第１志望が不合格であった場合に必ず入学
する」生徒を対象 

基準…成績面では推薦入試より基準が高い 

中学校と高校側の入試相談を経る。 

日程・選考方法は一般入試と同じ。 

入学手続きは都立高校の合格発表日・また
は翌日まで 

併願入試について 



   

 

 

 

入学試験（私立一般） 

ほとんどの高校が学科試験と面接試験 
 
面接試験の内容「志願理由」「得意・ 
  不得意科目」「委員会・部活動」など 
    ＊個人またはグループ面接 

 
 試験日 ２月１０日（水）以降 

  



   

 

 

 

一般入試について 

  

 【出願に必要な書類】 
    入学願書・調査書・受験料 
           （希望者は延納願）     

                       
 

 

 

      

出願 

 

指定調査用紙・都立用調査用紙など様々 

    ＊厳封して出願日に渡す。 
 

出願開始日は１月２５日（金）から 



   

 

 

 

発表・手続き（私立一般） 

   

＊入学試験の翌日か翌々日が多い 
 
＊校内掲示・受験票と結果通知の引き替え・自宅に郵送など 
 さまざま。 
 
＊校内掲示の場合…第二希望合格・補欠合格など様々な結果 
 が出るので全ての掲示板に目を通す 
        
    
      
  

発表 

手続き 

 

《都立高校との併願の場合》 

発表日から３日以内が多い 

都立発表まで手続きを待ってくれる高校もあるが一部の金額を期間内に
払い込まなければいけない高校もあるので募集要項をよく確認する。 



   

 

 

 

第２回 進路説明会 
     駒の学び舎 世田谷区立駒沢中学校 

 

              平成２４年１０月１３日（土） 


